
 

SDGｓ関連の取組紹介 

 国立岩手山青少年交流の家が実施している教育事業や活動プログラム

の中で、SDGsの達成に貢献し得る取組を紹介します。 

体験学習型の防災キャンプを実施し、自然

体験活動の中で自らの衣食住を営み、コミュ

ニケーションワークショップで他者とかかわる

ことを通して、「自助」「共助」の意識を育むこ

とを目的とした事業です。 

防災キャンプ 

 子ども食堂を利用している子どもを対象に、

収穫体験や調理体験を通して食への興味・関心

を高めるとともに、バランスのとれた食事につ

いて考えることを目的とした事業です。 

テンパーク冒険子ども食堂 

防災炊飯（ポリ袋炊飯・タープ設営） 
災害を想定し、雨つゆをしのぐ場づくりと、防災

食を協力して準備することで、自助・共助の意識を
高め、よりよい人間関係をつくります。タープ設営、
制限した水量で耐熱ポリ袋を用いてご飯を炊き、カ
レーを作って食事をします。 

国立岩手山青少年交流の家 × SDGｓ 


